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1．評価対象区間
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1．評価対象区間

広域図

■評価対象区間は、伊豆半島の南北軸を形成する高規格幹線道路 伊豆縦貫自動車道（延長約60km）のうち、伊豆市から
河津町を結ぶ延長約15kmの区間

拡大図

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

延
長
約
60
㎞

東駿河湾環状道路 延長15.0km

※沼津岡宮IC～大場・函南IC間
延長13.1km開通済

評価対象区間
天城湯ケ島～河津
延長約15km

天城北道路 延長6.7km
※修善寺IC～大平IC間

延長1.6km開通済
※大平IC～天城湯ヶ島IC間

延長5.1km、H30年度開通予定

河津下田道路（Ⅱ期）
延長6.8km

河津下田道路（Ⅰ期）
延長5.7km

※（○○ＩＣ）は仮称

136

135

1

1

246

414

函南町

河津町

南伊豆町

松崎町

下田市

西伊豆町

伊東市伊豆市

沼津市
熱海市

三島市

清水町

東伊豆町

伊豆の国市

414

136

修善寺道路 延長4.8km
※大仁中央IC～修善寺IC間

延長4.8km開通済

沼津岡宮IC

大場・函南IC

大仁中央IC

修善寺IC

大平IC

（天城湯ケ島IC）

（河津IC）

（下田北IC）

（下田IC）

（函南IC）

裾野市

長泉町
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2．計画段階評価手続きの進め方（案）
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2．計画段階評価手続きの進め方（案）

〔議事内容〕
◆計画段階評価
手続きの進め方(案)

◆伊豆縦貫自動車道
の位置付け

◆地域の状況と課題
◆政策目標（案）
◆地域からの意見聴取
方法（案）

第１回
中部地方小委員会

【平成27年11月26日】

対
応
方
針
の
決
定
（概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

◆意見聴取内容
○地域の課題

○政策目標（案）

◆意見聴取方法
《ヒアリング・

アンケート》
対象者： 地方公共団体

団体代表者
地域住民 等

意見聴取

〔議事内容〕
◆意見聴取結果
◆政策目標の設定
◆複数案の設定
◆評価項目の設定
◆地域からの意見聴取
方法（案）

中部地方小委員会

◆意見聴取内容
○複数案の比較
評価時に重視
すべき項目

◆意見聴取方法
《ヒアリング・

アンケート》
対象者： 地方公共団体

団体代表者
地域住民 等

意見聴取

〔議事内容〕
◆意見聴取結果
◆複数案の比較評価
◆対応方針（案）
の検討

中部地方小委員会
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3．伊豆縦貫自動車道の位置付け
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3-1．高規格幹線道路の路線要件

①地⽅の中⼼都市を効率的に連絡
地域の発展の拠点となる地⽅の中⼼都市を効率的に連絡し、地域相互の交流の円滑化に資するもの

②⼤都市圏の近郊地域を環状に連絡
⼤都市圏において、近郊地域を環状に連絡し、都市交通の円滑化と広域的な都市圏の形成に資するもの

③重要な空港・港湾と⾼規格幹線道路の連絡
重要な空港・港湾と⾼規格幹線道路を連絡し、⾃動⾞交通網と空路・海路の有機的結合に資するもの

④⾼速交通サービスのナショナルミニマムの確保
全国の都市、農村地区からおおむね1時間以内で到着し得るネットワークを形成するために必要なもので、
全国にわたる⾼速交通サービスの均てんに資するもの

⑤災害発⽣等に対する⾼速交通システムの信頼性の向上
既定の国⼟開発幹線⾃動⾞道等の重要区間における代替ルートを形成するために必要なもので、災害の発⽣等に対し、
⾼速交通システムの信頼性向上に資するもの

⑥既存の⾼規格幹線道路の混雑の著しい区間の解消
既定の国⼟開発幹線⾃動⾞道等の混雑の著しい区間を解消するために必要なもので、⾼速交通サービスの改善に
資するもの

■昭和62年道路審議会答申「高規格幹線道路の路線要件」

■既定の国土開発幹線自動車道等及び本州四国連絡道路ならびに、これらと接続し、次のいずれかに該当するもの
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3-2．伊豆半島の高速ＩＣ60分カバー圏域の拡大

※現況ネットワークは、平成27年11月現在
※到達可能か否かの判断は、市町役場（平成27年11月現在）にて判断
※旅行速度は、H22年道路交通センサスにおける混雑時旅行速度を使用

凡 例

：開通済

：事業中

：調査中

《 将 来 》《 伊豆縦貫自動車道整備前 》 《 現 況 》

広 域 図

1

246

139

1

246

139

裾野市

南伊豆町

下田市

松崎町

東伊豆町

河津町

西伊豆町

伊豆市 伊東市

沼津市
三島市

伊豆の国市

函南町
清水町

長泉町

熱海市

裾野市

南伊豆町

下田市

松崎町

東伊豆町

河津町

西伊豆町

伊豆市 伊東市

沼津市

三島市

伊豆の国市

函南町

清水町

長泉町

熱海市

圏域外７市町 圏域外６市町 圏域外０市町

1

246

139

裾野市

南伊豆町

下田市

松崎町

東伊豆町

河津町

西伊豆町

伊豆市 伊東市

沼津市

三島市

伊豆の国市

函南町

清水町

長泉町

熱海市
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新東名高速道路

東名高速道路

41

156 21

52

139

138

1

246

20

16

17

4

6

51

16

3-3．市町相互の交流の円滑化

出典：H22国勢調査
・人口20万人以上の市部
・県庁所在地
・静岡県内の市部
・伊豆地域の市町

北関東自動車道

広 域 図

上信越自動車道

凡 例

：開通済

：事業中

：調査中

平成27年11月現在

０～１２０万人

２０～１００万人

１００万人以上

名古屋市
226.4

浜松市
80.1

静岡市
71.6

豊田市
42.2

岐阜市
41.3

一宮市
37.9

豊橋市
37.7

岡崎市
37.2

春日井市
30.6

磐田市
16.9

焼津市
14.3

藤枝市
14.2

掛川市
11.6

下田市
2.5

伊東市
7.1

伊豆の国市
4.9

伊豆市
3.4

御前崎市
3.5

菊川市
4.7

島田市
10.0

袋井市
8.5湖西市

6.0

153

1

302

23

1

河津町
0.8

松崎町
0.8

西伊豆町
0.9

南伊豆町
1.0

東伊豆町
1.4

牧之原市
4.7

松本市
24.3

横浜市
368.9

川崎市
142.6

さいたま市
122.2

相模原市
71.8

船橋市
60.9八王子市

58.0

川口市
50.1

松戸市
48.4

町田市
42.7

横須賀市
41.8

藤沢市
41.0

柏市
40.4

川越市
34.3

所沢市
34.2

越谷市
32.6

市原市
28.0

平塚市
26.1 茅ヶ崎市

23.5

府中市
25.6 調布市

22.4

富士市
25.4

富士宮市
13.2

草加市
24.4

春日部市
23.7

大和市
22.8

厚木市
26.1

上尾市
22.4

太田市
21.6

水戸市
26.9

熊谷市
20.3

沼津市
20.2

甲府市
19.9

熱海市
4.0

裾野市
5.5

御殿場市
8.9

伊勢崎市
20.7

つくば市
21.5

前橋市
34.0

高崎市
37.1

清水町
3.2

函南町
3.9

三島市
11.2

長泉町
4.1

千葉市
96.2

市川市
47.4

静岡県愛知県

岐阜県

長野県

山梨県

茨城県

千葉県

神奈川県

東京都

埼玉県

裾野市
5.5万人

南伊豆町
1.0万人

下田市
2.5万人

松崎町
0.8万人

東伊豆町
1.4万人

河津町
0.8万人

西伊豆町
0.9万人

伊豆市
3.4万人

伊東市
7.1万人

沼津市
20.2万人

三島市
11.2万人

伊豆の国市
4.9万人

函南町
3.9万人

清水町
3.2万人

長泉町
4.1万人

熱海市
4.0万人
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4．伊豆地域の状況と課題
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南伊豆町

松崎町

下田市

河津町

西伊豆町

伊東市

伊豆市

沼津市

熱海市

伊豆の国市

函南町

三島市

清水町

東伊豆町

1

135

414

136

135

136

136

15m
西伊豆町

14m東伊豆町

13m 河津町

33m下田市

26m
南伊豆町

16m
松崎町

評
価
対
象
区
間

天城湯ケ島

河津

緊急輸送が可
能なレベルの
復旧に１週間
以上要する

4-1．南海トラフ巨大地震等への備え

出典：伊豆地域における道路啓開
基本方針（Ｈ25.3）を基に作成

■伊豆版「くしの歯作戦」の道路啓開作業路線

出典：文部科学省地震調査研究推進本部（H24.1）

■30年以内の
地震発生確率

出典：内閣府南海トラフ巨大地震の被害想定
（第二次報告）（Ｈ25.3）より作成

■緊急輸送道路の被害想定

：推定津波浸水域

：津波浸水箇所（国道と推定
津波浸水域の交差箇所）

：推定最大津波高さ

出典：静岡県第4次地震被害想定
（第二次報告）（H25.11）

【道路施設影響度ランク】

影響度
ランク

被害
規模

緊急輸送が可能
なレベルの復旧に
要する日数目安

AA ― 大 1週間以上

A ― 中 3日～1週間

B ― 小 当日～3日

C ― なし ―

南海トラフ巨大地震

東海地震 88％

東南海地震 70％

南海地震 60％

相模トラフ地震 70％

136

135

414

1

南伊豆町

松崎町

下田市

河津町
西伊豆町

伊東市

伊豆市

沼津市

熱海市

伊豆の国市

函南町

三島市

清水町

東伊豆町

136

136
135

伊豆縦貫自動車道
道路啓開作業①
道路啓開作業①
（事業中区間）
道路啓開作業②
道路啓開作業③

【道路啓開作業①】
・南北軸の道路を啓開し、新東名、
東名高速道路からの救命・救援
ルートを確保

■伊豆地域沿岸部では、高確率で発生が想定されている南海トラフ巨大地震等の津波（推定津波高さ5～33m）により浸
水が想定されており、内陸部の国道414号では、緊急輸送が可能なレベルの復旧に1週間以上を要する

■一方、広範囲で津波による被害が発生した際の道路啓開作業路線を位置付けた「伊豆地域における道路啓開基本方針
（～伊豆版「くしの歯作戦」～）」では、国道414号を含む内陸部の国道は、新東名、東名高速道路からの救命・救援

ルートとして道路啓開作業①に位置付けられており、早期にルートを確保する必要がある

10m
沼津市

10m
伊豆市

5m
熱海市

10m
伊東市

評
価
対
象
区
間

天城湯ケ島

河津

（南海トラフ巨大地震時）
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4-1．大雨による土砂災害等の対策

■伊豆地域においては、天城山、湯ケ島の降水量が著しく多く、H26では全国平均の約1.4～2.6倍
■伊豆地域の緊急輸送路には異常気象時事前通行規制区間（連続雨量・積雪）が存在し、国道414号では大雨や崩土・
倒木による通行止めが過去10年で計32回、約1,650時間発生

■伊豆地域の通行規制区間

■地域の声

■伊豆地域の年間降水量（H24～26）

出典：気象庁HP

伊豆地域では天城山、
湯ケ島の降水量が
著しく多い

：全国平均降水量
（1,809mm）（H26）

1,809

（全国平均
の2.6倍）

（全国平均
の1.4倍）

■国道414号（伊豆市杉本～河津町梨本）での
通行止め実績

・日常通勤者は、走行性も大事

だが、それよりも安全性を最重

要視している。 （河津町職員）

・災害時において、安全に走行

できるようにする必要がある。

（伊豆市民）

③（主）伊東西伊豆線【地震崩壊】
（Ｈ２１．８～Ｈ２２．３）

⑤（主）伊東西伊豆線【台風地滑り】
（Ｈ２３．９）

①国道１３６号【台風による地滑り】
（Ｈ１９．７～Ｈ２０．１２）

②国道４１４号【法面決壊】
（Ｈ２１．１１）

④国道４１４号旧道【台風地滑り】
（Ｈ２３．９）

⑥（主）伊東西伊豆線【台風地滑り】
（Ｈ２３．９）

■台風、地震等による被災状況

出典：静岡県資料

1

135

414

1

136

伊豆市杉本

河津町梨本

135

天城湯ケ島

136

136
稲取

天城山

石廊崎

三島

網代

湯ケ島

松崎

土肥

河津

全

全
全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

片

片

片

全

全全

全

全

片

片

全

全
全

凡例
1次緊急輸送路
2次緊急輸送路
3次緊急輸送路
異常気象時
事前通行規制区間
気象庁雨量観測所

雨量規制区間外における規制期間
（H22~H26）

24hr未満 1ヶ月以上

1ヶ月未満 不明

全：全面通行止め
片：片側相互通行

全

全

全

全

全

全 全

全 全
全

全

全

全

全

全

全

全

片

片

全

全全

片
片

片
片

片

全

全

全

全

全

全

全

全

全
全

全

全

片

片

全

全

片

全
全

①

②
③

④

⑤

⑥

評価対象区間

異常気象時
事前通行規制区間
（伊豆市杉本～

河津町梨本）

（H26
全国
平均）

あまぎさん ゆがしま

いずし すぎもと かわづちょう なしもと

3

1

3
2

1

2

10

5

3
2
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21

80

23

418

42 64

579

0
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200

300

400

500

600

700
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12

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

規
制
時
間

規
制
回
数

（回） （時間）

過去10年間で計32回、約1,650時間通行止め

凡例
規制回数
規制時間

出典：静岡県資料 12
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49%

20%

26%
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22%

(人)
658

514 512

4-2．高次医療施設への搬送時間

■心疾患と脳血管疾患での死亡率■下田消防本部の管外搬送先内訳

出典：下田市消防本部提供資料

■伊豆地域南部には第三次救急医療施設が無いため、下田消防本部の管外搬送のうち約８割が伊豆地域北部の第三次救
急医療施設への搬送

■伊豆地域南部から伊豆地域北部の第三次救急医療施設への救急搬送には、60分以上の時間を要する
■伊豆地域南部における心疾患や脳血管疾患の死亡率は全国平均の約2倍と高い

■第三次救急医療施設への搬送時間６０分圏

第三次救急医療施設
（沼津市立病院）

第三次救急医療施設
（順天堂大学静岡病院）

出典：H22道路交通センサス旅行速度で算出

第三次救急医療施設への搬送時間

：60分未満の地域

：60分以上の地域

第三次救急医療施設への搬送時間６０分圏（整備前）

南伊豆町

松崎町

下田市

河津町

西伊豆町

伊東市伊豆市

沼津市

熱海市

伊豆の国市

函南町

三島市

清水町

東伊豆町

第三次救急
医療施設
（順天堂大学
静岡病院）

下田市

約１時間
２０分

：第三次救急医療施設(Drヘリ)
：第三次救急医療施設(救急車)
：その他

：下田消防本部管内

下田市

約8割が第三次
救急医療施設
への搬送

136

136

135
414

414

1

評
価
対
象
区
間

天城湯ケ島

河津

■下田消防本部へのヒアリング結果（H26.12.22）

・ドクターヘリがあれば、陸路での搬送は不要ではないかという
意見もあるが、有視界飛行が前提となるため、夜間だと要請
しない。また、昼間でも悪天候や濃霧の場合、要請しても飛ば
ないことが多くあり、陸路の整備は必要不可欠。

・天城峠区間は時間がかかるところが課題。中には、順天堂
大学病院まであと少しのところで命を落とす方もおり、1分でも
早く病院に到達するということは極めて重要。

国道414号を北進し第三次
医療機関へ向かう救急車

135

13

157

94

151

111

153
130

270

172

0

50

100

150

200

250

300

心疾患 脳血管疾患

全国

静岡県

伊豆地域北部

伊豆地域南部

出典：H25人口動態統計

全国平均
の約2倍

全国平均
の約2倍

（人／人口１０万人あたり）

【伊豆地域北部】
沼津市、熱海市、三島市、伊東市、裾野市、伊豆市、伊豆の国市、
函南町、清水町、長泉町
【伊豆地域南部】
下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町



■伊豆地域の主要な観光施設と公共交通

天城越え

伊豆のへそ

花の三聖苑
伊豆松崎

くるら戸田

1
135

414

414

135

136 414

136

函南町

河津町

南伊豆町

松崎町
下田市

西伊豆町

伊東市

伊豆市

沼津市

熱海市

三島市

清水町

東伊豆町

長泉町

伊豆の国市

伊東
マリン
タウン

下賀茂温泉
湯の花

開国下田
みなと

伊豆急下田

修善寺

三島～松崎

４本/日

修善寺～河津駅

10本/日

修善寺～下田駅

1本/日

：主要観光施設

：主要温泉施設

：道の駅

三島～
御殿場・河口湖

21本/日

三島～須山

10本/日

三島～桃沢郷

6本/日

熱海駅～湯河原駅

6本/日

浄蓮の滝

弓ヶ浜

浄蓮の滝

河津桜

弓ヶ浜

白浜海岸

136

伊東駅～下田駅

74本/日

：主な長距離バス

：主な鉄道

263

340

242

345

712

259 238

322
260

355

282

420
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4-3．観光地への交通手段

■伊豆地域には全国有数の観光施設が豊富に立地しており、夏期観光期（8月）には約710万人、河津桜まつり期（3月）
には約420万人が来訪

■伊豆地域の交通網は、鉄道網が限定的で長距離バス網も乏しいため、観光時の移動手段の約8割は自動車を利用
■観光シーズンに渋滞が多いことや道が狭く走りにくいなど、旅行中の移動に対する不満は高い

■伊豆地域の月別観光交流客数

出典：静岡県における観光の流動実態と満足度調査（H25.3）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飛行機

フェリー

バス

鉄道

自動車 80％

30％

12％

1％

0.4％

自動車利用が8割

（移動に利用した交通手段をすべて回答（複数回答可））

出典：伊豆半島グランドデザイン 美しい伊豆創造センターより作成

■伊豆地域への利用交通手段

夏期観光期には
月平均の2倍以上の
約700万人が来訪

出典：静岡県観光交流の動向（H26）

白浜海岸

河津桜

・休日、特に観光シーズンには渋滞が

発生する上、道路が狭く、坂がきつい

ため、時間がかかる（河津町職員）

（万人）

月平均
337万人

7.1
9.6

8.1

15.1

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

西部地域 中部地域 富士地域 伊豆地域

■旅行中の移動に対する不満度

出典：静岡県における観光の流動実態と満足度調査（H25.3）

移
動
の
不
満
度
（
％
）

（回答に対する「非常に不満」「やや不満」の合計の割合）

県内４地域
の中で最も

不満度が高い

14

三島駅
～修善寺駅

146本/日

三島～伊豆長岡

５本/日

修善寺～昭和の森

５本/日



1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26

■平成26年度に伊豆縦貫自動車道「三島塚原IC～函南塚本IC」、首都圏中央連絡自動車道「相模原愛川IC～高尾山IC 」
の開通により、東京都以北から伊豆地域へ訪れる交通量が約2.6倍増加し、伊豆長岡温泉では宿泊者数が約16%増加し、
入湯税も約9%増加

■伊豆地域の観光交流客数は、北部は増加傾向があるものの、南部は増加がみられない

静岡県

愛知県

■開通後の伊豆地域に流入する交通量

出典：伊豆長岡温泉旅館協同組合資料により作成

出典：開通前平成22年8月14日（土）、開通後平成26年8月13日（水） 調査断面の南進方向流入部にて昼間12時間（7時～19時）観測
静岡県は、ナンバープレートが浜松・静岡・沼津・伊豆・富士山（一部山梨県を含む）を集計

（開通前：平成25年、開通後：平成26年）

■伊豆長岡温泉宿泊者数

伊豆長岡温泉

首都圏中央連絡自動車道
「相模原愛川IC～高尾山IC」

平成26年6月開通

東駿河湾環状道路
「三島塚原IC～函南塚本IC」

平成26年2月開通

東京都

神奈川県

新潟県

群馬県

千葉県

埼玉県

：県外車両：県内車両

：1.25倍以上
：1.50倍以上
：2.00倍以上

－凡例－

：東京都
以北

：県内

【A-A断面における変化】
28,085

：その他

18,519

開通前 開通後

（台）

首都圏中央連絡自動車道

■伊豆長岡温泉入湯税

3月
約16％増

河津桜まつり
8月

夏期観光期

開通前 開通後

3月
河津桜まつり

8月
夏期観光期

約5％増 約9％増 約4％増

4-3．伊豆地域南部の観光交流客数

伊豆地域北部：増加傾向
伊豆地域南部：変化はない

■伊豆地域の観光交流客数
河津桜まつり（３月）夏期観光期（８月）

出典：静岡県観光交流の動向

・東駿河湾環状道路および首都圏中央連絡自動車道の

開通後、特に東京都以北方面から来訪が増え、売上も

前年より増加しており、開通の効果を実感している。

（伊豆長岡温泉旅館協同組合）

500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26

（千人） （千人）

みしま つかはら かんなみ つかもと さがみはら あいかわ たかおさん

凡例
伊豆地域北部
伊豆地域南部
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「道の駅」
天城越え

河津七滝
ループ橋

大滝温泉

河津七滝

七滝温泉

浄蓮滝観光
センター

浄蓮滝 414

414
136

414

河津町伊豆市

414
136

天城湯ケ島支所

H22:7,884台/日

H22:4,840台/日

H22:4,419台/日

写真②

H22:5,154台/日 写真⑤

写真③

写真④

■国道414号は、平面および縦断の線形不良区間や幅員不足区間が多く走行性に課題

■特に、河津町内には顕著な速度低下を生じさせる河津七滝ループ橋（R=40m）やヘアピンカーブ（R=23m）が存在

区間延長
集落立地・市街地区間

5.2km
平面線形、縦断線形が厳しい山間部区間

17.9km
平面線形不良区間
（半径150m未満の曲線区間）

23箇所 98箇所

縦断線形不良区間
（縦断勾配5%超区間）

0.2km（4％） 10.9km（61％）
幅員不足区間

（車道部幅員8m未満区間）
4.6km（88％） 15.7km（88％）

写真③（縦断線形不良箇所） 写真⑤（平面線形不良箇所）写真②（平面線形不良箇所）

カーブ（R=40m）で車線をはみ出し
走行する大型車

縦断勾配（i=9%以上） 速度低下を生じさせる
ヘアピンカーブ（R=23m）

（ ）内は区間
に占める割合

（ ）内は区間
に占める割合

赤字：i=9.0%以上
橙字：i=9.0%未満

4-4．道路の線形不良

大規模崩落危険斜面
平面線形不良が顕著な区間
縦断線形不良が顕著な区間
市街地・集落
公共施設
主要観光施設

写真④（平面線形不良箇所）

高低差45mを二重の螺旋カーブで
結ぶ河津七滝ループ橋（R=40m）

写真①

狭隘箇所を走行する大型車

写真①（車道部幅員狭隘箇所）

縦断線形

700

100

(m)

i=9.0%

かわづ ななだるかわづちょう
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出典：ITARDAデータ（H22～H25）

天城湯ケ島
支所

伊豆市 河津町

136

414

河津七滝
ループ橋

大滝温泉

河津七滝
七滝温泉

浄蓮滝観光
センター

浄蓮滝

死傷事故件数
（H22～H25）

（件）

「道の駅」
天城越え

伊豆市下船原～伊豆市湯ケ島

4-4．交通事故の多発

■現道の事故類型

■国道414号は、伊豆市湯ケ島～河津町下佐ヶ野間において、線形不良区間が連続し、事故件数が多い
■特に、死亡・重大事故に直結しやすい「正面衝突」や「車両単独」事故の比率が高い

出典：ITARDAデータ（H22～H25）

■現道の事故要因

8%

19%

9%

32%

47%

50%

60%

34%

41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

静岡県

伊豆市湯ケ島～

河津町下佐ヶ野

伊豆市下船原～

伊豆市湯ケ島

ハンドル・ブレーキ操作不適 前方不注意
その他（動静不注視、安全不確認、速度超過等）

平面線形や縦断線
形が厳しい区間で
は、前方不注意に
加え、ハンドルやブ
レーキ操作の不適
による事故が顕著

正面衝突 車両単独 追突 出合頭 右折時 左折時 その他

6 6 6 6

9 9 9
8 8

5 5
4 4 4

3

いずし ゆがしま かわづちょう さがのしも
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2%

23%

7%

5%

30%

5%

52%

33%

55%

16%

5%

9%

9%

1%

2%

5%11%

9%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

静岡県

伊豆市湯ケ島～

河津町下佐ヶ野

伊豆市下船原～

伊豆市湯ケ島

正面衝突 車両単独 追突 出合頭 右折時 左折時 その他

湯ケ島～河津町
下佐ヶ野では正面
衝突・車両単独事
故が5割以上

出典：ITARDAデータ（H22～H25）



5．政策目標（案）の設定
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5-1．伊豆地域の将来像

19

『世界レベルの魅力あふれる自然を生かした観光交流圏』（静岡県総合計画 後期アクションプラン(H26.3)）

世界一美しい半島プロジェクト（伊豆半島グランドデザイン(H25.4)）伊豆半島
１３市町

ネットワーク型交通・
都市基盤の整備

・地域活力を支え、命の道である伊豆縦貫自動車道、肋骨道路への戦略的投資や陸・海・空の
ネットワーク化の推進と、医療・コンベンション等の都市基盤の機能連携を図り、生活者、交流
者がともに快適な環境を創造します。

柔硬一体のしなやかな
防災・減災対策の構築

・伊豆半島ジオパークの防災教育機能を最大限活用するとともに、国・県・市町等の主体間の
連携、発災前・発災後のハード面及びソフト面における一体的な対策の推進により、東海・東南
海・南海３連動地震や神奈川県西部の地震等による大規模地震等に対して、生活者及び交流
者の安全を最優先に伊豆全域がしなやかに対応することで、伊豆の安全性を向上させます。

安全・安心で魅力ある
観光交流圏の形成

・“命の道”となる伊豆縦貫自動車道の未整備区間の整備を促進するとともに、緊急輸送路及び
緊急輸送路以外の重要路線の橋梁の耐震対策を推進するなど、大規模災害発生時における
救急・救命活動や支援物資の輸送、復旧・復興活動の迅速な対応に寄与する信頼性の高い
道路ネットワークの整備を図る。

観光交流圏の形成を
促進する交通・情報等の
ネットワーク化

・伊豆縦貫自動車道の未整備区間の整備を促進するとともに、地元市町等と連携して駿河湾内
を結ぶ海上交通の維持・活性化等に取り組むなど、世界的な観光地にふさわしい交通ネット
ワークの充実を図る。

静岡県



5-2．政策目標（案）の設定

課題 原因

災害

・大規模地震
⇒南海トラフ巨大地震等発生後、伊豆地域沿岸部では津波による浸水
（推定津波高さ13～33m）が想定されるほか、内陸部の国道414号では、
緊急輸送が可能なレベルまでに復旧するのに1週間以上を要する ・災害時における信頼性

のある道路が無い・異常気象
⇒伊豆地域の緊急輸送路には異常気象時事前通行規制区間（連続量・

積雪）が存在し、国道414号では大雨や崩土・倒木による通行止め
が過去10年で計32回、約1,650時間発生

医療
・救急活動
⇒第三次救急医療施設への陸送は、60分で到着できない地域が存在し、
伊豆地域南部の心疾患や脳血管疾患の死亡率は全国平均の約2倍

・速達性や信頼性が
不十分

観光

・移動手段
⇒伊豆地域への交通網は、鉄道網が限定的で長距離バス網も乏しい
ため、観光時の移動手段の約8割は自動車を利用
観光シーズンに渋滞が多いことや道が狭く走りにくいなど、旅行中
の移動に対する不満は高い

・観光交流客数
⇒伊豆地域の観光交流客数は、北部は増加傾向があるものの、南部は
増加がみられない

・交通ネットワークが
不十分

道路

・線形不良
⇒国道414号は、平面および縦断の線形不良区間や幅員不足区間が

多く、走行性に課題
・道路幾何構造の不良に
よる安全性・走行性の
低い道路

・交通事故
⇒国道414号は、伊豆市湯ケ島～河津町下佐ヶ野間において、線形不良
区間が連続し、事故件数が多い

⇒特に、死亡・重大事故に直結しやすい「正面衝突」や「車両単独」事故の
比率が高い

政策目標（案）

高速ネットワークの確保
による観光振興の支援

救急医療施設等への
速達性・確実性の向上

災害時にも機能する
信頼性の高い道路ネット
ワークの確保

交通の安全性・快適性の
確保
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6．地域からの意見聴取方法（案）
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6-1．意見聴取の概要とアンケート配布範囲

■遠方からを含む道路利用者や、伊豆地域への来訪が想定される都県の他、伊豆地域全域の地方公共団体や沿線・周辺
地域の住民、各種団体などから、伊豆地域の課題、政策目標（案）の妥当性等について意見を幅広く聴取

●意見聴取（１回目）の概要

周知方法：記者発表、ポスター掲示
国、県、沿線・周辺地域地方公共団体ＨＰへのバナー貼り付け、
市町広報誌

配布方法：①沿線・周辺地域は、全戸配布
②上記以外の伊豆地域は、市町役場や
「道の駅」へのアンケート用紙設置

回収方法：①郵便ポスト
②市町役場や「道の駅」に投函ボックスを設置

期 間：約１ヶ月

●ヒアリング実施範囲

河津町

伊豆市

東伊豆町西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

世帯数：
11,400世帯

世帯数：
3,300世帯

世帯数：
6,300世帯

世帯数：
13,400世帯

世帯数：
4,100世帯

世帯数：
3,000世帯

世帯数：
4,000世帯

開国下田みなと

下賀茂温泉湯の花

花の三聖宛伊豆松崎

くるら戸田

伊豆のへそ

天城越え

伊東市

沼津市

伊豆の国市

熱海市
函南町

長泉町

三島市

清水町

伊東マリンタウン

裾野市

凡例
：沿線地域
：周辺地域
：沿線・周辺地域以外
のヒアリング対象市町

136

136

414

414

135

135

246 1

1

調査 対象

道路利用者

アンケート調査

・伊豆半島内の「道の駅（7駅）」利用者

花の三聖宛伊豆松崎、天城越え、伊東マリンタウン、開国下田みなと、

伊豆のへそ、下賀茂温泉湯ノ花、くるら戸田

地方公共団体

ヒアリング調査

・埼玉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県、静岡県、愛知県
・伊豆半島内の16市町（伊豆地域全域）

沼津市、熱海市、三島市、伊東市、下田市、裾野市、伊豆市、伊豆の国市、

東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、函南町、清水町、長泉町

住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

沿線地域 ・伊豆市、河津町の全戸（計約16,700世帯）

周辺地域 ・下田市、東伊豆町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町 の全戸（約28,800世帯）

各
種
団
体

聞
き
取
り
調
査

沿線・周辺地域

ヒアリング

・消防署、警察署、医療機関、商工会、観光協会、温泉旅館組合、漁業協同組合、

農業協同組合、わさび組合、「道の駅」

沿線地域

アンケート

・商工会・商工会議所会員企業

・観光協会会員、温泉旅館組合会員

・静岡県トラック協会会員、静岡県バス協会会員、静岡県タクシー協会会員

その他地域

ヒアリング

・自衛隊

・中部圏、首都圏の全国旅行業協会・日本旅行業協会

・沿線地域と相互支援協定を締結している地方公共団体
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6-2．アンケート調査項目の考え方

アンケート調査項目 アンケート調査内容

道路利用状況

■自動車の利用頻度

・毎日、週に数回程度、月に数回程度、ほぼ利用しない、利用したことがない

■利用目的

・仕事、通勤・通学、買い物、通院、観光・レジャー 等

道路の課題

■対象区間の道路の課題

・地震や津波の発生時に道路が寸断し地域が孤立

・大雨などによる通行止め

・高度医療施設（沼津市立病院、順天堂大学静岡病院）へのアクセス性が低い

・観光期の渋滞が顕著

・急カーブ、急な坂、道路幅が狭いなどの箇所が多く、走行性に課題

・交通事故が多い 等

道路の機能・役割

■対象区間の道路に求められる機能・役割

・災害時に機能するネットワークが確保されること

・救急病院への移動や広域的な救急搬送が円滑にできること

・観光や地域間交流を支援できること

・安全・快適に走行できること 等

その他自由意見 ■その他、道路に関する自由意見

●アンケートの調査項目・内容
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